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【研究の目的 と方法】 Jitリアミノ散じタンパク賞のモデル物質 としてよく知 られている｡ ポ リ

アミノ穀の分子運動についての知見 を得ることは､ タンパ ク質のダイナ ミクスを知 るための手かか

りとなるだけでな く､ 工業的にも大 きな意味を持つ. 本研究ではポ リア ミノ鼓の うち側鎖に極性基

を持たないポ リLアラニン (PLA)の トリフルオ ロ酢軽 くTFA)､ ジクロロ軒放 くDCA)薄

紙の高周波数領域における誘電率の測定か ら､ポ リアミノ敢骨格級の分子運動に即する知見 を得 る

ことを試み た｡

測定はTDR法 を用いて I10MHzから 10GHzの周波数領域で､ 20℃から50'Cの温度領

域で行 った. まね分子量の違 うPLA､ およびポ リDLアラニン (PDLA)についても測定を行

った. すべ て濃度 は的 等w t%である.

【結果】 20℃ゐ時に測定 された誘電率を再現するベス トフイッ トパ ラメータを表 1に示 す.

測定 した何波数領域には､蒋嬢 の捷和過程の他に2つの嬢和過程が存在することがわかった. 2つ

の横軸過程の うち､ 高周波側の過程 をH過程､低周波Aljの過程をL過程 と呼ぶ ことにす る. それぞ

れの過程の活性化エネルギ-をもとめたところ､宙蛙の活性化エネルギーおよび H過程の活性化エ

ネルギーは共に約 5Ⅰくcal/印01である. この ことか らH過程はポ リアミノ散のペプチ ド基 と

強 く相互作用 した､ 蒋姓の捷和であると考えられる. 一方 L過程の活性化エネルギ ーは痔姓､ H過

性基を持たず主鎖に垂直な方向 に永久双極子を持つ ことをあわせると､ L過程はPLAの主軌の回

転運動であ ると考 え られる.

pLAは分子量が小 さt､とDCA中でランダムコイル状蛙を取ることが知 られている. 分子量依

有性の測定結果か ら動係数 可 く=T/△ e)を計算 した

ところ､ ラ?ダムコイル状態 とヘ リックス状態では大 き

な違いがみ られた. ただし△ Cは汚毒濃度で規格化 した

L過程の誘電援和強度で､ Tはその平均的捷和時間 を示

す. これに よって鼓電車の測定 か らコンフォメーシ ョン

についての知一見 も縛 られる.ことがわかった. DCA中で

pDLAは完全なランダムコイル状態を屯 ると考え られ

るので､ これを基準にするとDCA中でのヘ リックス含

有量 を求め る式は次式のようになる.

Heiix含量 = (1- くT/40可))3:100
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